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近年、並進対称性の破れた超伝導接合系において、奇思波数超伝導のベア振幅

が接合直近傍に誘起されることが理論的に示され、注自を浴びている [1-310バル

クの超伝導が偶周波数超伝導であっても、接合菖近傍の奇周波数超伝導のペア振

幅によって、コンダクタンスのゼロエネルギーピークなど、特異な振る舞いが現

れることが予漠lされている。仮にバルクにおいて奇居波数超伝導が実現した場合、

上記の様な特異な振る舞いが超缶導接合系以外でも現れることが期待され、非常

に興味深い。

本研究ではバルクにおける奇罵波数超伝導の写能性を探るため、拡張ハバード

モデルにおいて、様々なペアの不安定性の解析を行った[4]。三角梅子においては、

磁気的フラストレーションのため、正方格子に比べて偶震波数 d波シングレット

の相関が抑えられる。そのため、奇庖波数 s波トリブレットが優勢な温度領域が

広く存在する。また、瞬接サイト間のク-[]ン相互作用 Vの増加に伴い、上記の

奇爵波数超伝導が、より有利になることがわかった。更に、 RPAの範囲内では、

磁気臨界点近傍の Ult=4(U:ク-[]ン相

互作用、 t:トランスファー)， Tclt=0.25に

おいて、奇爵波数超伝導が左図の様に転

移温度に歪IJ達することが確認された。

講演においては、奇局波数超長導の発

現機構や、正方格子における結集につい

て合わせて報告する。
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留:エリアシュベルグ方程式の

国有檀の温度依存性

0.4 

[1] Y. Tanal王aand A.A. Golubov: Phys. Rev. Lett. 98 (2007) 037003. 

[2] Y. Tanaka， et. a1 :Phys.豆ev.Lett. 99 (2007) 037005 

[3] Y. Tanaka， et. a1 :Phys. Rev. B 77 (2008) 220504R 

[4] K. Yada， et. a1: cond-mat/0806.4241 

つ-
F
O
 

フ“


